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主力となる農業者の育成・確保

○

企業及び新規就農者の参入促進

○ ○ ○ ○ ○ ○

地産地消を担う大阪版認定農業

者の支援

○ ○

地域の営農を支える新たな担い

手の育成・確保

○ ○ ○ ○

準農家制度の推進

○ ○ ○ ○

大阪産(もん)のブランド力の向上･

6次産業化の推進

○ ○ ○ ○ ○

農産物直売所を核とした販売農

家・地域の元気力向上

○ ○ ○

農産物の安全・安心確保

○ ○ ○

農空間の保全・活用に向けた地

域力による持続可能な農空間づく

り

○ ○ ○ ○

農業用施設のストックマネジメント

（長寿命化対策）の推進

○ ○

営農環境の整備

○ ○ ○ ○ ○ ○

遊休農地対策の推進

○ ○ ○ ○ ○ ○

災害に強い農空間づくりの推進

○

ひと

もの

空間

第2章 取り組みの内容「施策の3つの柱」





































　　








































関係機関（府・ＪＡ・市町）　

　　　　 ・担い手塾の実施　　　　　　　　　　　　

　　　　　 ・ニーズの高い果樹､花きの普及　　　　　　　　　　　　　・加工技術、経営支援

    　　　 ・営農環境整備　　　　　　　　

　　   　　・農薬適正使用、生産履歴記帳徹底


直売所出荷組織　　　　　　加工グループ
　　　　　　 　　加入　　　　　　　　　　　原材料
・作付拡大　　　　　　　　　　　　　　　　　　・生産、加工、販売（6次産業化）

<新規就農者の育成> ・出荷者数確保
米粉パン、みそ等
	◆地域交流拠点施設

　　　　　　　　　　出荷　　　　　　　　　加工施設　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 出荷

農産物直売所　　　　レストラン　　　交流施設
　連携（産地間融通）　　＜地産地消の推進＞　食材　                 ・食育

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・情報発信


　　　　　　　　　　　　　　　　　出荷

・大阪産（もん）消費

　　　　　　　　　　　　 　　　 ・地域農業支援
都市住民



本章では、


第２章の施策推進のための地域におけるモデル的な取り組みを次頁以降に示す。


施策の３つの柱である


「多様な担い手の育成・確保（ひと）」「生産振興・地産地消の推進（もの）」　


「農空間の保全・活用（空間）」のそれぞれの取り組みを着実に進めるとともに、


地域での施策展開にあたっては、現状把握、課題整理を行い、関係機関や府民


との協働の下、地域の特性を活かした象徴的かつ“ひと”“もの”“空間”が


融合したモデル的な取り組みを推進する。





第３章　地域におけるモデル的な取り組み





集落営農及び都市住民との連携による農業振興・地域活性化（P20）


企業及びボランティアの活用による遊休農地の解消と地域農業の活性化（P21）


生産者と消費者の連携による地産地消の推進と地域農業の活性化（P22）


特産品（ぶどう、ワイン）の活用等を通じた地域農業の振興・活性化（P23）


拠点施設整備による地域農業の活性化（P24）


核となる担い手の育成による大阪産（もん）の安定供給と農空間の保全（P25）


農産物直売所を核とした地産地消の推進（P26）





施策の3つの柱と地域におけるモデル的な取り組みとの関係





農空間の保全・活用【空間】





生産振興・地産地消の推進【もの】





多様な担い手


の育成・確保【ひと】





“ひと”“もの”“空間”が


一体的となった取り組みを推進





集落営農及び都市住民との連携による農業振興・地域活性化





【地域の特徴・課題】


　○構造改革特区の認定、体験農園を通じた都市住民との連携による農業体験活動の実践、


観光農園に取り組む農業者が存在。


　○農の担い手の高齢化・後継者不足が進む中、遊休農地の増加や虫食い状態の農地転用、


野生鳥獣の増加により営農環境が悪化。一方で、市街化地域に隣接し、地域資源等


にも恵まれていることから、それらを活かす農業振興に期待。


【取り組みの方向性】


　○地域リーダーの育成と都市住民との連携による地域農業振興（ひと）


○地域特産品の育成（ぶどう・黒豆の枝豆等）や体験農園等のモデル実践活動を


通じた地域活性化（もの）


　○集落営農システムによる農空間の保全・活用（空間）


【具体的な取り組み例】


　○都市住民との連携を踏まえた地域の方向を検討する場づくり


　○農地の共同管理や受託組織の活用による遊休農地対策や担い手の育成


　○地元を主体とした地域農業振興策の検討や企業と地域住民の連携による里山づくり再生


と地域活性化





【期待される効果】


　○都市住民との連携による地域特産品づくりを通じた地域活性化・地域力の向上


　○農地の有効利用及び遊休農地再生・未然防止による農空間の保全・活用





【取り組みのイメージ】





　　　　　　　　　　　　　　


　　　　　　　　　　　　





鳥獣被害軽減





担い手育成














農空間の保全














新たな担い手･


地域リーダーの育成





農地・里山保全





・地域農業の振興


・地域活性化


・新たな担い手の


確保


・遊休農地の解消、


未然防止





援農ボランティア育成 





ほ場整備等


基盤整備の実施





・営農システムの構築（共同管理・受託等）


・体験農園等のモデル活動の実践


・都市住民との連携による検討の場づくり





体験農園等


（モデル活動）





地域特産品を通じた地域活性化














農作業


受託組織





地域特産品づくり





どぶろく特区





朝市・観光農園





【地域の特徴・課題】


　○農業者の高齢化、担い手不足により遊休農地が増加傾向にあり、農業生産者の確保、


遊休農地の解消対策及び地域農業の活性化が課題。


【取り組みの方向性】


　○農業へ参入する企業及びボランティア組織等、新たな担い手への支援（ひと）


○都市住民に魅力ある特産品（エコ農産物、なにわの伝統野菜等）の生産振興（もの）


　○遊休農地等を新たな担い手への利用権設定による農空間の保全・活用（空間）


【具体的な取り組み例】


　○企業による遊休農地等の保全・活用に向けた取り組みの推進


　○地元・企業・ボランティア組織の連携強化


　○都市住民を招き入れる仕組みづくりや準農家の育成等による地域活性化


　○地域の貴重な資源である棚田や里山の保全・活用





②企業及びボランティアの活用による遊休農地の解消と地域農業の活性化





【期待される効果】


　○農空間の保全・活用を通じた地域活性化・地域力向上


　○遊休農地の解消及び遊休農地化の未然防止それに伴う鳥獣被害の軽減


　○一部地域の活性化による周辺地域全体への波及効果





【取り組みのイメージ】


　　　 �                                    �  





�





�  





地域資源


（棚田・里山等）





遊休農地等





周辺地域





取り組み波及





地域特産品





鳥獣被害軽減





活用・保全





連携強化





農業参入企業





地元（自治会、営農組織等）





準農家





支援





府・町・JA


みどり公社等





農業ボランティア組織





集まる都市住民�（体験農園、市民農園、朝市　etc.）





様々な仕組みづくり





整備・管理





付随施設


（ｺﾐｭﾆﾃｨｾﾝﾀｰ、農産物直売所等）





③ 生産者と消費者の連携による地産地消の推進と地域農業の活性化





エコれんげ米





【地域の特徴・課題】


　○軟弱野菜生産などの都市農業をはじめ、伝統ある花きやぶどうの栽培が盛ん


○農地の小規模化、散在化とともに担い手の不足、高齢化が相まり営農環境が悪化


　○農産物の流通形態として、市場への出荷のほかＪＡや個人による小規模な直売所が多く存在


【取り組みの方向性】


　○生産者と消費者の連携による地産地消の推進と地域農業の活性化


【具体的な取り組み例】


　○認定農業者の育成と新規就農者、準農家、企業参入など新たな担い手の育成確保


　○地域特産物の振興、安全・安心な地場農産物のＰＲ、企業等と連携した加工品の開発や


中核となる直売所の確保等による消費拡大対策


　○地産地消の推進を図るべく、消費者の「身近な農地に対する保全意識」や


「地域農業の振興に対する意識」向上のためのファームマイレージ２運動の定着化


○農地の貸借推進や市民農園、観光農園等の開設、企業等との連携による


遊休農地の解消と未然防止





【期待される効果】


　○安全・安心な地域特産物の魅力向上による地域農業の活性化


　○消費者の農地保全・農業振興に対する意識向上による地産地消の推進





エコれんげ米





消費者











【取り組みのイメージ】








生産者と消費者との連携による


地産地消の推進と地域農業の活性化





地域農業の応援や


地場農産物消費の推進





生産者





安全・安心な地場農産物の生産


拡大と消費者への効果的なＰＲ














・農地保全ボランティア活動の推進


・生産者との交流活動の推進


　（地元料理講習会の開催等）


・食育の推進





・認定農業者の育成確保


・新規就農者の育成や準農家の確保


・企業参入の促進





～地場農産物の消費が都市農地を守る～


［ファームマイレージ２運動の定着化］











・販売店舗における地域特産物、エコ農産物、加工品コーナー等の設置


・学校給食や企業等における地場農産物の利用推進


・地場農産物を使用した飲食店の拡大





・地域特産物の振興とブランド化


・エコ農産物の生産拡大


・地域特産物を使用した加工


品の開発と商品化


（企業、JA等との連携）


・中核となる直売所の確保

















・朝市や定期市等の地域イベントの開催


とＰＲ


・市民農園の利用促進





加工品





・農地の貸借推進や市民農園、観光農園等の開設、企業等との連携による遊休農地の解消と未然防止


・鳥獣害対策の実施や生産基盤整備、農道整備、ため池整備等による農業基盤の整備








地域の直売所





企業参入による営農





店舗の特産品売場





④特産品(ぶどう、ワイン)の活用等を通じた地域農業の振興・活性化





【地域の特徴・課題】


○かつて全国有数のぶどう産地であったが、農産物価格低迷・担い手の高齢化･減少に伴い


栽培面積の減少、遊休農地化が加速。ぶどう、ワインのブランド化による販売促進、


農業振興が課題。


【取り組みの方向性】


①新たな担い手となる新規就農者・ボランティアの確保・育成（ひと）


②地域特産品（ぶどう、ワイン他）の地域PR、ブランド化による消費拡大･生産振興（もの）


③①②と簡易な農道整備による遊休農地の未然防止（空間）


【具体的な取り組み例】


○ワインクラブ、ぶどう塾・援農隊、農業大学校、地元農業者等との連携や新規就農支援組織の立ち上げによるボランティア、新規就農者の確保･育成


○関係機関と地域活性化連絡会を設置し、ワインクラブ運営やグルメセット販売、


６次産業化による有機的連携、消費拡大、地域ＰＲを推進


○ＧＡＰを活用したぶどう、ワインのブランド化


○新たな担い手（新規就農、青年）のための農道等基盤整備の検討





【期待される効果】


　○地域農業の振興（地域･特産品のブランド化）


　○新たな担い手による地域活性化


　○販売促進→生産振興→担い手育成による遊休農地未然防止





【取り組みのイメージ】


























担い手育成・確保














ぶどう植え付け


状況（ワイン用）





関係者との連携（竹内街道地域活性化連絡会・新規就農支援組織）





ぶどう塾･援農隊





新規就農光農業





ボランティア育成インクラブ設置


（





農大等との連携


（青年層の担い手確保）





ワインクラブ設置





地元産オリジナルラベルワイン





特産品(ぶどう､ワイン)活用･販売促進による地域農業振興

















地域・生産振興














基盤整備の実施








ＧＡＰを活用したブランド化による地域特産品の生産振興





遊休農地の未然防止





ワインクラブを核とした地域内連携促進による


消費拡大・地域振興（竹内街道ワイン、グルメセット）





【地域の特徴・課題】


○多種多様な果樹・野菜が生産されており、生産地が消費地に近接しているにもかかわらず


流通システムが未整備であり、府民が地場産農産物にふれる場が少ない。


○一方、小規模農家の率が高く、担い手の高齢化により営農継続が困難に。


○このため、少量出荷が可能な直売施設新設と中規模農家の育成が課題。


【取り組みの方向性】


○農産物直売活動（流通）の活性化（もの）


○生産体制強化に向けた中規模農家の育成と定年帰農者・新規参入者の確保（ひと）


　○農空間の公益的機能を活用した地域活性化（空間）


【具体的な取り組み例】


　○直売機能、研修機能および農業資材確保ができる拠点施設の整備


○生産体制、集荷システム構築のための整備ほ場を活用した各種研修、営農指導


○花の文化園や奥河内の地域資源を活用した府民参加活動の推進


○地域実情にあわせた、きめ細かな農業基盤整備の実施





⑤ 拠点施設整備による地域農業の活性化





【期待される効果】


○拠点施設新設による大阪産農産物の供給促進


○中規模農家の販路確保による営農継続


○地域資源を活用した地域活性化








【取り組みのイメージ】



































中規模農家の育成・指導





直売施設への出荷指導





新規就農・定年帰農者の確保





担い手育成・確保





府民参加による


地域資源の保全・活用





営農技術講習会の状況





現場での営農技術指導





拠点施設整備を通じた地域活性化














拠点（直売）施設の新設





生産体制・集荷システムの構築





少量出荷可能＝中規模農家販路確保








生産・出荷システムの構築














農空間の公益的機能の活用





地域資源の活用








府民参加活動の場の提供








整備ほ場の活用





直売所の開設





【地域の特性・課題】


　○農作物生産が盛んで、主力となる農業者が多く存在


○販売農家の減少


○担い手不足、高齢化による労力減により、キャベツ、たまねぎ、水なす等主要品目の


生産量が横ばい・減少傾向


○土地利用型作物の作付減による遊休農地の発生


　○夏場の高温障害による水なす、軟弱野菜等農作物の品質低下


　○農空間を支えるため池、水路等水利施設の老朽化


【取り組みの方向性】


　○産地における生産力を維持し、優良農地を保全


　○農作業の省力化・共同化を推進


○夏場の農作物品質低下軽減策の確立


○基幹水利施設の保全対策の推進


【具体的な取り組み例】


　○核となる認定農業者の経営改善計画の達成（規模拡大支援）


　○省力化に向けた農作業の機械化、作業受委託、共同作業体制づくり　


○生産現場における品質低下軽減策の実証・普及


○基幹水利施設の診断と保全計画の策定、対策実施





⑥核となる担い手の育成による大阪産(もん)の安定供給と農空間の保全








泉州水なす





【期待される効果】


○府民への大阪産（もん）の安定供給


○生産力の維持による農地の遊休化を未然防止（多面的機能の発揮）





【取り組みのイメージ】





　　　　　　　　　　




















【大阪産（もん）生産振興戦略】





【担い手戦略】





●大阪産（もん）の安定供給


●優良農地の保全（遊休農地解消と発生抑制）





＜主力となる担い手の確保･育成＞


○主力となる農業者（認定農業者相当）の確保・育成


（重点：規模拡大意向農業者）


・経営改善計画更新時等実績把握


・規模拡大意向者への重点指導と


計画達成


・認定農業者組織育成


・専業担い手（4Hクラブ員等）


定着支援　　等





＜生産増、供給増に向けた指導・支援＞





・産地育成


主要品目産地振興方策の検討・実施


（ＪＡ･市町・府・生産者等）


・品質向上


特産品の主要課題（高温障害・難防除病害虫等）の解決に向けた現地実証


・規模拡大


　　農作業の機械化、作業受委託（個人、JA等）、共同化体制整備


・営農環境整備


基盤整備


ため池、水路等の保全対策


鳥獣被害防止計画、防護柵導入











販売農家（小規模）





新規就農・企業・準農家


都市農業参入支援サポート事業





【地域の特徴・課題】


　○農産物直売所等を核とした地産地消（少量多品目生産）、地域農業が活性化


○主たる農業者の減少や規模縮小による地域農業の低迷と遊休農地の発生


○直売所出荷を核とする小規模農家の育成と新規就農の促進


【方向性】


　○農産物直売所への出荷者数の確保及び販売額の向上　　　　　


○新規就農や準農家など多様な担い手による遊休農地の解消と未然防止


○府民ニーズに即した直売所での大阪産率の向上


【具体的な取り組み例】


○直売所出荷を行う農家への技術指導、経営支援


○新規参入の促進（遊休農地での利用権設定）


○加工グループに対する商品開発、経営指導等６次産業化支援


○直売所間での連携促進


○安定兼業を支える基盤整備の実施





⑦ 農産物直売所を核とした地産地消の推進








【期待される効果】


○小規模農家の作付拡大による生産増により、新鮮で安全・安心な農産物を求める


府民ニーズに応えるとともに、農地保全を図る。





【取り組みのイメージ】

















JA


苗供給





・新規就農


・準農家





＜遊休農地解消・未然防止＞





他直売所





営農団地
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